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●社会貢献活動拠出額……………13,325,327円
●社会貢献活動拠出件数……………………90件

茨城県
茨城県遊技業協同組合
松本時夫理事長

●総人口………………2,975,023人
男性…………………1,479,644人
女性…………………1,495,379人
●人口密度（1Km2当たり）……488人
●世帯数……………1,031,679世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
5,300�
6件�
39.8％�

ホール�
5,136�
69件�
38.5％�■ 現金�

■ 物品�平成18年�

1,258�
12件�
9.4％�

支部�
2,890�
15件�
21.7％�

12,067�
78件�
90.6％�

平成18年�平成17年�平成16年�

18,022�
106件�

100万円�
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35,370�
98件�

13,325�
90件�

日立市内にある小学校26校へ防犯パトロール用のベスト715枚を贈
呈した。登下校の際、児童の安全を守るために定期的に行っている
防犯パトロールの際に着用される。

児童の安全を守るため
防犯パトロール用ベスト715枚を贈呈

李忠烈組合長が
ベストを贈呈

高萩市内の社会福祉施設の身体障害者および職員49名をホール
に招待し、パチンコ大会を開催。遊技の際には、従業員が送り迎え
や身体障害者の方々への介護を行った。

身体障害者・職員をホールに招待し
パチンコ大会を開催

遊技を楽しむ身体障害者の方々 集合写真表彰式

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）

小学生約150名を施設に招待。社会科の学習内容のひとつ・リサイ
クル（産業廃棄物）事業について、資料の配布、現場見学、ビデオを
用いた解説等を行った。

リサイクル事業への理解を深めるため
小学生へ資料配布、現場見学等を行う

リサイクル現場へ招待 リサイクル工場見学



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

5,300�
6件�
100％�

ホール�

278�
11件�
5.4％�

支部�

社会福祉�
6,208�
29件�
46.6％�

その他�
51�
2件�
0.4％�

地域貢献�
3,488�
48件�
26.2％�

青少年育成�
1,535�
6件�
11.5％�

防犯�
2,000�
3件�
15.0％�

交通�
41�
1件�
0.3％�

災害救済�
3�
1件�
0.02％�

980�
1件�
33.9％�

1,910�
14件�
66.1％�

4,857�
58件�
94.6％�

ホール近隣にもうけられた給水所 走者にスポーツドリンクを提供
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●2度にわたる献血運動に従業員約950名が協力
●店舗周辺の清掃活動を実施
●「牛久カッパ祭り」において、清掃活動ボランティアに参加

茨城県遊技業協同組合
青年部会長　
尹　志守

関
東

茨
城
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

「全国勝田マラソン」開催に伴い、ホールの近くに給水所を設け、走者へ
スポーツドリンクおよび飲料水等を提供。マラソン大会の運営を支援し
た。

「全国勝田マラソン」の開催にあたり
走者へスポーツドリンクを提供

昨年度はパチンコファンの掘り起こしを目的としたキ
ャンペーンを行いました。その一環として来場者へ粗
品を提供しましたが、粗品にステッカーを貼る作業を知
的障害者授産施設「かしの木」に依頼。障害者の
方々に働く場を提供することを通じ、社会福祉活動を
行いました。
作業終了後に施設を訪問した際、作業場を見学す

る機会にも恵まれ、みなさんの丁寧かつ迅速な仕事ぶ

りに、おおいに感心しました。また、施設の方 よ々り有
意義な話を伺うこともできました。
本組合としては初めての試みでしたが、社会貢献事

業の新しい形として、非常に有意義だと感じました。ま
た障害者の方 と々のふれあいを通し、改めて社会貢献
事業の必要性・重要性を痛感しました。
今後もこのような活動を数多く行い、積極的に社会

貢献事業に取り組んでいきたいです。

障害者とのふれあいを通し社会貢献の重要性を痛感活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額 ……………7,412,639円
●社会貢献活動拠出件数……………………35件

栃木県
栃木県遊技業協同組合
安田範理事長

●総人口………………2,016,452人
男性…………………1,001,877人
女性…………………1,014,575人
●人口密度（1Km2当たり）……315人
●世帯数 ……………708,794世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
3,934�
9件�
53.1％�

ホール�
1,923�
18件�
25.9％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

1,249�
3件�
16.8％�

6,164�
32件�
83.2％�

支部�
1,556�
8件�
21.0％�

平成18年�平成17年�平成16年�

100万円�
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11,886�
29件�

10,214�
29件�

7,413�
35件�

敬老の日を中心に各ホールがヤクルト飲料を購入し、その売上金で介
護用車いす12台を購入。県社会福祉協議会を通じて、県内6か所の
特別養護老人ホームに贈呈した。

介護用車いす12台を
老人福祉施設6か所に贈呈

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）

宇都宮市内の施設にて

目録贈呈（上段：福田富一知事、下段：上西被害者支援センター理事長）

「社団法人犯罪被害者支援センターとちぎ」に運営資金として100
万円を寄付。また社会福祉として「栃の実基金」に200万円を寄付。
福田栃木県知事から感謝状が贈られた。

犯罪被害者支援センターに
100万円を寄付
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●「秋の交通安全キャンペーン」で栃木放送が交通標語等を放送する際、スポンサー
として協賛
●ホールカウンター前に「歳末助け合い」募金箱を設置し、募金協力の呼びかけ

■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

1,006�
2件�
25.6％�

ホール�

1,923�
18件�
100％�

支部�

243�
1件�
15.6％�

社会福祉�
5,445�
26件�
73.5％�

その他�
100�
2件�
1.3％�

地域貢献�
1,020�
2件�
13.8％�

青少年育成�
573�
4件�
7.7％�

防犯�
275�
1件�
3.7％�

2,928�
7件�
74.4％�

1,313�
7件�
84.4％�

関
東

栃
木
県

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

チャリティゴルフ大会の様子

10月4日に、第4回チャリティゴルフ大会を開催。組合員、関連企業等
から155名が参加した。集められた募金は下野新聞社交通遺児基
金へ約21万円、58GCのジュニア育成基金へ10万円を寄付した。

チャリティゴルフ大会を開催
計30万円以上を２団体へ寄付

栃木県遊技業協同組合　理事長　
安田範

社会貢献活動費については、当組合の通常予算の10％以上を占
めており、特に毎年行っている県社会福祉協議会の「栃の実基金」に
おいては、累計6,100万円に達しています。しかし、そういった活動が、
世論の認知をほとんど受けていないのが実情です。原因として、広報を
通じたアピール不足であることが考えられます。
そこで、今年度の総会には、栃木県知事や地元新聞社社長を初招

待し、知事に「栃の実基金」200万円を、下野新聞社社長に「被害者支
援センターとちぎ」100万円を、それぞれ寄付しました。後日、関連記事
が掲載され、広く県民に認知されました。
今後も県民やファンに活動を知ってもらうためにも、三大新聞など

の広報媒体に働きかけをするとともに、人的奉仕活動や献血・臓器バ
ンク登録などの寄付金以外の活動も行っていきたいと思います。

広報媒体を通じ、活動を県民に広くアピールしていきたい活動の現場から
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●社会貢献活動拠出額……………14,657,321円
●社会貢献活動拠出件数……………………93件

群馬県
群馬県遊技業協同組合
金山茂理事長

●総人口………………2,024,044人
男性 …………………996,225人
女性…………………1,027,819人
●人口密度（1Km2当たり）……318人
●世帯数 ……………725,744世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
2,798�
9件�
19.1％�ホール�

5,630�
55件�
38.4％�■ 現金�

■ 物品�平成18年�

2,875�
11件�
19.6％�

平成18年�平成17年�平成16年�

12,312�
81件�

8,962�
59件�

14,657�
93件�

100万円�

支部�
6,229�
29件�
42.5％�
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11,782�
82件�
80.4％�

青色防犯パトロールカーを利用して、管内小学校の校門付近や通
学路などを中心に下校時の防犯パトロールを実施、防犯広報を
行った。

小学生下校時の防犯パトロールを実施

小学校下校時
校門付近のパトロール

県内の児童養護施設に暮らす60名の子どもたちを「ディズニー・オ
ン・アイス」「国立ボリショイサーカス群馬公演」等の公演へ招待。
例年の活動が評価され、群馬県知事から感謝状が贈られた。

児童養護施設の子どもたちを
公演に招待

招待した公演を鑑賞する子どもたち

公演の様子

群馬県知事から感謝状を贈呈

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）

小学校下校時
通学路のパトロール



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

2,798�
9件�
100％�

ホール�

4,612�
48件�
81.9％�

1,018�
7件�
18.1％�

支部�

1,858�
4件�
29.8％�

社会福祉�
5,360�
18件�
36.6％�

その他�
2,268�
17件�
15.5％�

地域貢献�
3,318�
34件�
22.6％�

青少年育成�
2,787�
8件�
19.0％�

暴排�
119�
4件�
0.8％�

交通�
201�
5件�
1.4％�

4,371�
25件�
70.2％�

防犯�
604�
7件�
4.1％�

JR前橋駅前の自転車盗難防止パトロールを実施。専用のベストを
着用、のぼり旗を持って活動を行い、地域の人々にアピールした。

駅前自転車盗難防止パトロールを実施

JR前橋駅前でのパトロール
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●群馬県西部県民局、高崎市、高崎警察署が主体となったフェスティバルに参加、
自転車用ワイヤー錠、飲み物等を贈呈
●「ISO14001」取得店舗では、従業員全員がゴミの分別、節電、汚水管理等の
実施を徹底
●雑踏警備
●桐生市主催の夏祭り会場で、無料でうちわを配布
●難病を発症し、海外で心臓移植を希望していた田子連樹君の治療費を支援する
「れんくんを救う会」の募金活動に協力
●社会を明るくする運動市内パレードに参加
●ホール近辺のゴミ収拾、雑草取り等の清掃活動を月一度実施
●防犯協会から「自転車盗難警戒強化地区」の立て看板の配布を受け、組合ホール
の駐車場に設置協力
●防犯協会と連携し、MOVIX伊勢崎にて防犯映画を上映
●高崎市近郷6年生卒業記念大会実行委員会が主催する野球大会に後援金・野
球用具3チーム分の提供

群馬県遊技業協同組合
理事　青年部長
金山永伍

関
東

群
馬
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

諸事情で親と一緒に住むことができず、児童養護
施設で暮らす子どもたち60人を「国立ボリショイサー
カス群馬公演」や「ディズニー・オン・アイス」等、群
馬県内各地における公演に招待する活動を行って
います。平成11年から続けているこの活動は、例年
群馬県知事から感謝状をいただいています。
体の不自由な子どもたちが参加する場合は、青年

部スタッフが介護のお手伝いをしているほか、お菓子

を会場で配る等しています。
毎年招待する子どもたちですが、顔ぶれはいつも

違います。物や情報が溢れている現在において、こ
のような子どもたちが依然多いことに驚くとともに、
自分たちでできる限りのことをしなければならないと
痛感しています。今後も子どもたちのために、このよ
うな活動を続けていきたいです。

恵まれない子どもたちに手を差し伸べていきたい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額……………61,075,736円
●社会貢献活動拠出件数 …………………248件

埼玉県
埼玉県遊技業協同組合
山田茂則理事長

●総人口………………7,053,689人
男性…………………3,554,373人
女性…………………3,499,316人
●人口密度（1Km2当たり）…1,858人
●世帯数……………2,647,746世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
6,528�
12件�
10.7％�

ホール�
9,418�
85件�
15.4％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

26,563�
62件�
43.5％�

34,513�
186件�
56.5％�

平成18年�平成17年�平成16年�

50,102�
229件�

68,608�
295件� 61,076�

248件�

100万円�

支部�
45,130�
151件�
73.9％�
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2006年FIBAバスケットボール世界選手権埼玉運営支援委員会に300
万円の活動支援金を寄付。お礼として県より進呈された「世界バスケ・
準決勝」の特別招待券40席を市内の児童養護施設3か所に寄贈した。

FIBAバスケットボール世界選手権に寄付
進呈されたチケットを寄贈

活動支援金を手渡している様子

浦和西、行田、朝霞、狭山、入間各地区遊技業防犯協力会で、防犯
パトロール車両（青パト）等6台を贈呈。子どもの見守り強化や地域
の防犯活動を目的とした贈呈を行った。

監視の目 犯罪は許さない
防犯パトロール車両等を贈呈

贈呈の様子観戦する児童養護施設の子どもたち

熊谷遊技業防犯協力会傘下のロメオ熊谷店では、敬老の日に12か
所の特別養護老人ホームの高齢者を招き、「老人施設対抗パチン
コ大会」を開催。これは社会貢献・社会還元事業の一環として毎年
開催しているイベントでもあり、当日は大いに盛り上がった。

特別養護老人ホームの入居者を招き
「第10回 老人施設対抗パチンコ大会」を開催

大会の様子 賞品の授与

浦和地区遊技業防犯協力会では12月に公演されたミュージカル「棟
方志功」チケット200枚を、児童養護施設4か所に贈呈した。贈呈の
際には、わらび座の役者による公演のワークショップが行われた。

ミュージカル「棟方志功」に
児童養護施設の園児を招待

わらび座ミュージカル「棟方
志功」の公演ポスター

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

160�
1件�
2.5％�

6,368�
11件�
97.5％�

ホール�

1,162�
13件�
12.3％�

8,255�
72件�
87.7％�

支部�

25,241�
48件�
55.9％�

19,889�
103件�
44.1％�

社会福祉�
28,036�
86件�
45.9％�

その他�
3,339�
12件�
5.5％�

地域貢献�
4,344�
63件�
7.1％�

青少年育成�
10,185�
23件�
16.7％�

防犯�
13,257�
44件�
21.7％�

暴排�
1,510�
9件�
2.5％�

交通�
365�
6件�
0.6％�

災害救済�
40�
5件�
0.06％�
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●「社会貢献活動年間報告書2005」の冊子を埼玉県知事をはじめ各市町村長に
送付し、機構の事業に対する理解と支援、協力を依頼
●歳末の社会貢献寄付として、埼玉新聞・社会福祉事業団をはじめ、8団体に寄付
●埼玉医科大学病院に入院治療中の難病児童を救おうと、募金活動に取り組む
「たっくんを救う会」に30万円を寄付
●「街頭防犯キャンペーン」に組合員が参加し、防犯広報パンフレット、缶コーヒー、
お茶等を配布。生活安全と犯罪抑止の啓蒙に尽力
●ヤクルトスワローズの選手を招き、野球教室を開催
●草加消防署の協力を得て、AED（自動体外式除細動器）を用いた心肺蘇生法救
命講習会を開催
●自主防犯活動女性グループ「そよかぜ見守り隊」の活動を支援するための腕章
を贈呈
●「善行の証」カード交付制度に賛同し、資金協力

株式会社新狭山商事
専務取締役
中島正巳

関
東

埼
玉
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

岩槻・蓮田地区遊技業防犯協力会では、組合加盟ホールから集
めたぬいぐるみ・おもちゃ・チョコレート等を、クリスマスプレゼントと
して、さいたま市岩槻区・蓮田市内の福祉施設4か所に贈呈した。

児童福祉施設4か所に
クリスマスプレゼントのおもちゃ等を贈呈

寄贈の様子 寄贈されたクリスマスプレゼント

今年度の活動として、講師を招いて勉強会を積極
的に行いました。
「遊技機射幸性の限界：規則許容量は意外に広
い？」「中古機売買活用によるコストダウン戦略」「最新
ゴト情報と新風営法でのホール運営に対する注意点」
「2007年を生き残る！『パチンコ超入替術とスロットX
デー対策』」「高稼働維持の商品戦略『皆様！もう一度
釘の存在意味、大切さをご一緒に再検証してみません

か？』」等、様 な々内容を展開しました。
年末から急に勉強会の参加者が増え、業界が厳し

くなっていると実感しています。また、組合運営に参加
しない「組合離れ」の傾向も見受けられます。今後この
ような状態を改善していくことが課題と考えています。

さらなる組合運営の強化を目指したい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。



千葉県ヤクルトグループの協賛を得て、ヤクルトスワローズのOB選手
による「スポーツ少年団野球教室」を開催。当日は少年野球のメンバ
ーたちが参加した。

ヤクルトスワローズOB選手を招待し
「スポーツ少年団野球教室」を開催

プロ野球選手OBからバッティングの指導
を受ける子どもたち

送球方法の指導も

ホール駐車場の一部を開放してフリーマーケットを開催。ホールからも、
ヨーヨー釣り・スーパーボール釣りのブースをもうけ、その売上金を地域
の福祉施設に寄付した。

駐車場を開放してフリーマーケットを開催し
ゲームブースでの売り上げを福祉施設に寄付

フリーマーケット開催の状況 ホールが出店したヨーヨー釣り大会にて

124 都府県方面データ
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●社会貢献活動拠出額……………45,683,063円
●社会貢献活動拠出件数……………………96件

千葉県
千葉県遊技業協同組合
大城正準理事長

●総人口………………6,056,159人
男性…………………3,029,018人
女性…………………3,027,141人
●人口密度（1Km2当たり）…1,174人
●世帯数……………2,324,169世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

ホール�
8,973�
50件�
19.6％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

25,190�
37件�
55.1％�

20,493�
59件�
44.9％�

平成18年�平成17年�平成16年�

29,364�
140件�

54,181�
96件�

45,683�
96件�

100万円�

支部�
36,710�
46件�
80.4％�
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30

45

60

75

県内の市町村に防犯パトロールカー5台（550万円相当）、（財）文化財
保護・芸術研究助成財団に500万円、千葉県こども病院で治療を受
ける、難病を抱える子どもたちに図書・パソコン等500万円相当を寄贈。

県内市町村や、病院の子どもたちに
合計1,550万円相当を寄贈

防犯パトロールカー5台の寄贈式 寄贈されたパトロールカー

地区組合で購入した防犯用パトロールカーに従業員が乗り、定期的
（1日あたり2時間、毎月10日間/年間120日間）に、犯罪予防を呼び
かけるための広報活動を実施した。

防犯用パトロールカーで
犯罪予防呼びかけのための広報活動を実施

市川遊技場組合の防犯パトロール車 従業員が参加した防犯パトロール活動

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



県内の老人福祉施設3か所に、中古パチンコ遊技機をそれぞれ9台
ずつ、計27台を贈呈。それまで使われていたパチンコ遊技機との入
れ替え作業を行った。

老人福祉施設3か所に
中古パチンコ遊技機27台を贈呈

贈呈されたパチンコ遊技台

125都府県方面データ

●献血活動に総計950名の従業員が参加
●「ひったくり防止ネット（自転車前かご用）」3,000枚を配布
●「親子で学ぼうDON1000野球教室」を開催
●青少年の健全な育成のため、従業員たちがボランティアで、定期的にJR千葉駅周
辺を防犯パトロール
●コンサートホール勝田台および駅周辺の清掃を定期的に実施
●定期的に市内の児童養護施設にお菓子をプレゼント。12月にはクリスマスプレゼン
トを持参し慰問活動を実施

千葉県遊技業協同組合
社会貢献委員長
杉山満

■ 現金�
■ 物品�

ホール�

2,889�
16件�
32.2％�

6,084�
34件�
67.8％�

支部�

22,301�
21件�
60.7％�

14,409�
25件�
39.3％�

社会福祉�
14,480�
38件�
31.7％�

その他�
5,050�
2件�
11.1％�

地域貢献�
10,717�
39件�
23.5％�

防犯�
12,356�
15件�
27.0％�

暴排�
3,000�
1件�
6.6％�

交通�
80�
1件�
0.2％�

関
東

千
葉
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

当組合は兵庫県遊協が行っている「は～とふるふぁ
んどキャンペーン」をヒントに、平成17年から「夢まるふ
ぁんどキャンペーン」を実施しています。
夢まるふぁんどキャンペーンとは、当組合に加盟しキ

ャンペーンに参加しているホールとお客様に協力して
もらい、ホールにこぼれている玉（夢玉）をチャリティーボ
ックスに入れてもらいます。たまった夢玉は、毎月夢ま
るふぁんど委員会に納めてもらっています。

「夢まるふぁんど」は、千葉県内にある千葉日報社・
千葉テレビ放送・bayfmと共同で行っています。国際
文化支援活動、地域福祉支援事業、地域社会支援
事業の3本の柱を軸として、各事業・団体に物品また
は寄付金の贈呈を行っています。
まだまだ参加店舗は少ないですが、活動が拡大でき
るようにこれからもがんばりたいと思います。

「夢まるふぁんど」で活動の輪を広げたい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額 …………160,831,399円
●社会貢献活動拠出件数 …………………417件

神奈川県
神奈川県遊技場協同組合
平川正寿理事長

●総人口………………8,790,900人
男性…………………4,443,955人
女性…………………4,346,945人
●人口密度（1Km2当たり）…3,639人
●世帯数……………3,590,241世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
77,588�
83件�
48.2％�

ホール�
50,781�
223件�
31.6％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

51,022�
90件�
31.7％�

109,809�
327件�
68.3％�

平成18年�平成17年�平成16年�

126,577�
382件�

123,100�
403件�

160,831�
417件�

1,000万円�

支部�
32,463�
111件�
20.2％�

4

8

12

16

20

「子供を守る日」の活動として、警察署と合同で市内の小学校の生
徒に犯罪被害防止についてのリーフレットを配布。また、学校周辺
のパトロールを行った。

警察署と合同で
「子供を守る日」の活動を実施

下校する小学生に犯罪被害防止の
リーフレットを配布

警察官の指導を受けパトロールに出発

震災等の緊急時に備え、被災者や帰宅困難者を救援するための
乾パンやカップ麺、チョコレート等の食料品や、水、雑貨、簡易ト
イレ等を備蓄した。

緊急時に備え
被災者のための食料品等を備蓄

備蓄された食糧品

心臓に電気ショックを与え、不整脈の状態を正常な状態に戻す器
具AED（自動体外式除細動器）を各ホールに配置。従業員全員が
救急救命講習を受講し、AEDの使用方法を勉強した。

AEDを各ホールに設置
従業員全員が救急救命講習を受講

ホール内に配備されたAED AEDを用いた緊急救命勉強会

福祉施設の子どもたち98人をクリスマス食事会に招待した。当日は
豪華な料理やお菓子を用意し、食事中には、サンタクロースから
子どもたちにプレゼントが手渡された。

児童福祉施設の子どもたちを
クリスマス食事会に招待

食事会の様子 多数の食事を用意

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

4,067�
12件�
5.2％�

73,521�
71件�
94.8％�

ホール�

31,643�
33件�
62.3％�

19,138�
190件�
37.7％�

支部�

15,313�
45件�
47.2％�

17,150�
66件�
52.8％�

社会福祉�
64,558�
106件�
40.1％�

その他�
6,034�
13件�
3.8％�

地域貢献�
40,988�
166件�
25.5％�

青少年育成�
29,285�
36件�
18.2％�

暴排�
3,093�
13件�
1.9％�

交通�
437�
9件�
0.3％�

災害救済�
3,581�
15件�
2.2％�

防犯�
12,856�
59件�
8.0％�
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●国立ボリショイサーカス横浜公演に施設児童1,500人招待
●大相撲春巡業横須賀・藤沢場所に高齢者ら600人招待
●NPO日本ガーディアン・エンジェルスの青少年安全教育活動を支援
●障害者による喫茶店の運営を支援
●ホール内に募金箱を設置、寄付金を社会福祉協議会に贈呈
●駅前ロータリーの違法駐輪自転車を整理
●老人ホーム入居者を招待し「第3回老人パチンコ大会」を開催
●横浜市社会福祉チャリティープロレスイベントに15名が協力
●町内会、地域団体の清掃活動に参加
●区役所・地域諸団体によるタバコのポイ捨て禁止活動に参加
●ホールに商店街のPRポスターを掲示、地域交流を図る
●NPO教育活動総合サポートセンターの賛助会員となり、青少年の教育支援に協力

株式会社東横商事
代表取締役社長　
飯島隆史

関
東

神
奈
川
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

組合創立40周年記念チャリティーゴルフ大会を開催。組合
員のほか、関係業界団体、取引商社、遊技機メーカー、販社
から寄せれた支援金1,010万円を福祉関係6団体に寄付。

創立40周年記念
チャリティーゴルフを開催

大会時の記念撮影 寄付金の贈呈式

阪神・淡路大震災での大惨事を教訓として、私た
ちは、乾パンや飲料水、震災グッズ等の備蓄を進め
ています。また、災害時には景品用のカップラーメン
やお菓子類等の食料品も提供するほか、郊外の大
型店舗では駐車場等も一般開放し、近隣の住民や
帰宅困難者の避難場所としてご利用していただこう
と考えています。
他業界ではコンビニ事業団体が各自治体と提携

し、有事の際に情報発信やトイレの提供を行う活
動をスタートさせているそうですが、このような活動
は私たち遊技業界でも可能ではないかと考えてい
ます。組合単位で活動を行うことで、業界全体の地
域貢献活動につなげていけたら、と考えています。

組合単位での震災備蓄で業界全体で社会貢献を実現したい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額……………18,822,588円
●社会貢献活動拠出件数 …………………115件

新潟県
新潟県遊技業協同組合
堀川三雄理事長

●総人口………………2,431,396人
男性…………………1,176,785人
女性…………………1,254,611人
●人口密度（1Km2当たり）……193人
●世帯数 ……………819,439世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
9,386�
7件�
49.9％�

ホール�
4,822�
72件�
25.6％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

1,156�
3件�
6.1％�

17,667�
112件�
93.9％�

平成18年�平成17年�平成16年�

34,360�
159件�

34,180�
159件�

18,823�
115件�

100万円�

支部�
4,615�
36件�
24.5％�

10

20

30

40

老人ホームにパチンコ台6台を持ち込み、パチンコ大会を実施。さら
に、プロ奏者による津軽三味線による民謡の演奏を行い、最後に32
型液晶テレビを贈呈した。

老人ホームでパチンコ大会を実施
大型液晶テレビを贈呈

身体障害者が製造・製作したお菓子や雑貨をデパートの一角で販売
する授産施設「まちなかほっとショップ」のオープンに合わせ、冷蔵ショー
ケース等の物品、送迎用の車両1台（合計230万円相当）を贈呈した。

「まちなかほっとショップ」に
開業に必要な物品を贈呈

「まちなかほっとショップ」の店内

贈呈された送迎用車 目録の贈呈

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）

パチンコ大会・青年部長の挨拶 パチンコを楽しむ入居者たち

表彰式の様子 プロ奏者による津軽三味線・民謡の演奏



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

9,386�
7件�
100％�

ホール�

4,822�
72件�
100％�

支部�

1,156�
3件�
25.0％�

3,459�
33件�
75.0％�

社会福祉�
11,489�
22件�
61.0％�

その他�
40�
2件�
0.2％�地域貢献�

5,522�
74件�
29.3％�

青少年育成�
345�
7件�
1.8％�

暴排�
1,200�
3件�
6.4％�

交通�
32�
1件�
0.2％�

防犯�
195�
6件�
1.0％�
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●第55回通常総会時に財団法人新潟県暴力追放運動推進センターに100万円を
寄付。暴力追放・銃器根絶県民大会で感謝状が贈呈された
●小学校で開催されたマジックショー事業に30万円を寄付
●県内で行われた祭礼、花火大会等75件に約552万円を寄付
●子供スポーツ活動、PTA活動等6件に約35万円を寄付
●防犯、交通事故防止活動7件に約23万円を寄付
●安全安心パトロール等地域安全活動を実施

新潟市遊技場組合
青年部長　
新井浩昌

関
東

新
潟
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

県内にある特別養護老人ホーム8施設に対し、車いす対応送
迎車両等8台分の購入費を助成。約500万円を贈呈した。併
せて贈呈式も行った。

特別養護老人ホームへ
車いす対応送迎車両購入の費用を助成

暴力追放・銃器根絶県民大会で寄付に
対する感謝状が贈呈された

車いす対応送迎車両の贈呈式 車両を実際に使用している様子
贈呈された感謝状

老人ホームの入居者を元気づけようと、20年以上
前から行っている慰問パチンコ大会。昨年も特別養
護老人ホーム「松鶴荘」にて開催させていただきました。
当日は10組に分かれてゲームを行い、すべてのチー

ムを表彰したほか、全員に参加賞を配布しました。第
2部では津軽三味線による民謡の演奏を行いました。
慰問を待ちわびていたお年寄りの方々が涙を流して

喜んでくださったほか、業界誌、新聞、テレビ等マスコ

ミにもイベントが大きく取り上げられるなど、内外を通じ
て多大な効果をもたらしました。
体を自由に動かすことのできないお年寄りたち。イ

ベントを通じ、そんな方々の心を癒すことに大きなやり
がいを感じました。青年部を継ぐ若者は年々減少して
いますが、これからもお年寄りたちの期待に応えるべく、
力を尽くしていきたいと考えています。

慰問活動で感じた、お年寄りの心を癒す喜び活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額……………10,510,514円
●社会貢献活動拠出件数……………………39件

山梨県
山梨県遊技業協同組合
大森武正理事長

●総人口 ………………884,531人
男性 …………………433,519人
女性 …………………451,012人
●人口密度（1Km2当たり）……198人
●世帯数 ……………321,173世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
5,480�
5件�
52.1％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

3,468�
6件�
33.0％�

7,042�
33件�
67.0％�

支部�
580�
3件�
5.5％�

ホール�
4,451�
31件�
42.3％�

平成18年�平成17年�平成16年�

5,428�
16件�

10,511�
39件�

100万円�

3

6

12

30

40

50

35,466�
107件�

福祉車両リフト付き介護車両（一台当たり338万円相当）を、山梨
県遊技業協同組合より身体障害者養護施設「きぼうの家」に贈呈
した。

福祉車両リフト付き介護車両を
身体障害者養護施設に贈呈

贈呈された福祉車両リフト付き介護車両

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

3,430�
2件�
62.6％�

2,050�
3件�
37.4％�

ホール�

28�
3件�
0.6％�

4,423�
28件�
99.4％�

支部�

10�
1件�
1.7％�

570�
2件�
98.3％�

社会福祉�
7,391�
9件�
70.3％�

その他�
1,180�
4件�
11.2％�

地域貢献�
195�
15件�
1.9％�

青少年育成�
138�
5件�
1.3％�

暴排�
1,050�
2件�
10.0％�

交通�
6�
2件�
0.05％�

防犯�
550�
2件�
5.2％�

131都府県方面データ

●山梨県暴力追放県民会議へ100万円寄付
●山梨県防犯協会へ50万円寄付
●「ライトダウン甲府星を見る会」へ7万円寄付
●山梨県肢体不自由協会に「愛のタオル」を購入
●シルバー人材センターに依頼し、地元の草刈を実施
●社会福祉協議会の会員120名をボウリング大会に無料招待
●社会福祉施設から身体障害者が作ったクッキーマフィンを購入し、端玉景品と
してホールに配布
●富士吉田、河ロ湖の老人ホームに在籍する老人たちを招待し、パチンコ大会を
実施
●アントニオ猪木が中心となって活動しているパラオのサンゴ礁の養殖事業を支
援。協賛費として年間100万を寄付
●養護施設の入所者約50名をホールに無料招待
●小学生を対象とした、交通安全意識向上のための交通安全教室を保護者同伴
で開催
●地元で開催された少年野球大会に協賛金を贈呈

山梨県遊技業協同組合
専務理事
小林善勝

関
東

山
梨
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

2006年度の主な活動として、1台あたり338万円相
当の福祉介護車両を身体障害者養護施設「きぼうの
家」に贈呈しました。この車両はリフト機能がついたも
ので、障害者の方たちが移動が楽になるようにお贈り
したものです。また、山梨県暴力追放県民会議へ100
万円の寄付をはじめ、様々な団体への寄付活動も実
施しました。
山梨県遊技業協同組合は2006年度で40周年を

迎えました。“おかげさまで”という感謝の気持ちを社会
貢献活動でお返ししたいと思っております。
「愛され、親しまれ、信頼される」この3つを合言葉に、
遊技の里・山梨を目指して社会貢献活動を実らせてい
きたいと思っています。

活動を通じ“おかげさまで”の気持ちを伝えたい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額……………40,794,194円
●社会貢献活動拠出件数 …………………225件

長野県
長野県遊技業協同組合
青松英和理事長

●総人口………………2,196,012人
男性…………………1,068,046人
女性…………………1,127,966人
●人口密度（1Km2当たり）……162人
●世帯数 ……………779,575世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

県遊協�
10,031�
16件�
24.6％�

ホール�
13,987�
170件�
34.3％�

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

5,881�
13件�
14.4％�

34,913�
212件�
85.6％�

平成18年�平成17年�平成16年�

61,020�
230件�57,468�

250件�

40,794�
225件�

100万円�

支部�
16,777�
39件�
41.1％�

20

40

60

80

ホール敷地への入り口半径500mを中心に、従業員によるゴミ拾
いを実施。併せて国道沿いの清掃も行い、地域のイメージアップ
に貢献した。

従業員によるゴミ拾い活動を実施
地域のイメージアップに貢献

国道沿い、近隣地域を清掃

軽井沢町にある特別養護老人ホーム『敬老園』へボランティアと
して従業員が訪問。車いすの清掃、窓拭き等、施設や設備への清
掃活動を行った。

特別養護老人ホームへ訪問
清掃活動を行う

清掃活動の様子

ソマリア難民救援活動の一環として、ホール内に中古衣料の回収
BOXを設置した。多くの来場者の協力を得ることができ、段ボー
ル15箱分の衣料を主催団体に郵送した。

ホール内に中古衣料の回収BOXを設置
集まった衣類を難民救援団体へ寄贈

小学5年生以下を対象にしたサッカー大会を年2回実施。今年度
で20回目を迎えた。当日は地域の人々160名が参加し、白熱した
ゲームが繰り広げられた。

小学校5年生以下向けサッカー大会を年2回実施

白熱した試合を展開

ホール内に設置された回収BOX

看板を掲示し、来場者に活
動の告知を行った

優勝チームにはカップが贈られた

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



■ 現金�
■ 物品�

県遊協�

1,000�
2件�
10.0％�

9,031�
14件�
90.0％�

ホール�

654�
5件�
4.7％�

13,332�
165件�
95.3％�

支部�

4,227�
6件�
25.2％�

12,550�
33件�
74.8％�

社会福祉�
12,217�
45件�
29.9％�

その他�
611�
4件�
1.5％�

地域貢献�
13,722�
130件�
33.6％�

防犯�
2,220�
7件�
5.4％�

青少年育成�
9,833�
29件�
24.1％�

暴排�
5�
1件�
0.01％�

交通�
20�
2件�
0.04％�

災害救済�
2,166�
7件�
5.3％�
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●奈良井川河川敷清掃活動を実施
●木曽郡内社会施設を訪問し寄付
●使わなくなったスニーカーを従業員や来場者より集め、キャンペーン主催者の
長野朝日放送を通じ、ラオスの人たちに寄贈
●「NPOしなの」の専従職員とともに、各ホールの防犯パトロール隊がホールや小
学校周辺を巡回。活動支援を通じ犯罪防止に尽力

長野遊技場組合
青年部部長
共和観光（株）社長
江本日東

関
東

長
野
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

老人ホーム「佐久良荘」の入居者たちを、株式会社ココネット
が経営するレストラン「コックボーイ」に招待。入居者たちは豪
華な料理に驚くとともに、楽しい会食のひとときを過ごした。

老人ホーム「佐久良荘」の入居者を
レストランに招待

会食を楽しむ「佐久良荘」の入居者たち

行政からの指導や経済状況など、社会情勢は
日々激動しています。そんな情勢に的確に対応する
には、早め早めの対応が必要です。
そこで青年部の活動として、毎月1回関係者によ

る組合会議を行い、直面する問題について検討・
協議を行っています。また、上部組織である県遊協
の総会においてもサポートとして参加。問題意識の
高揚に努めています。

この業界を担う立場として、「社会に愛され、親し
まれる業界づくり」を目標に掲げ、進んでいきたいと
考えています。

「社会に愛され、親しまれる業界づくり」を目指したい活動の現場から

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。
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●社会貢献活動拠出額……………54,886,734円
●社会貢献活動拠出件数 …………………260件

静岡県
静岡県遊技業協同組合
佐原英雄理事長

●総人口………………3,792,457人
男性…………………1,868,444人
女性…………………1,924,013人
●人口密度（1Km2当たり）……487人
●世帯数……………1,352,283世帯
※総務省国勢調査資料より（平成17年10月）

■ 現金�
■ 物品�平成18年�

1,625�
12件�
3.0％�

53,262�
248件�
97.0％�

平成18年�平成17年�平成16年�

100万円�

県遊協�
20,500�
6件�
37.3％�

ホール�
28,577�
222件�
52.1％�

15

30

45

60

40,381�
234件�

38,780�
249件�

54,887�
260件�

支部�
5,809�
32件�
10.6％�

「協力する心」を育むため、小学3年生以上の子どもたちを、一定期
間寝食をともにしながら学校に通わせる通学合宿推進事業に550
万円を寄付。青少年の健全育成を支援した。

共同生活を通して「協力する心」を育む
通学合宿推進事業に550万円を寄付

共同生活を通じて、協調性を育む

■年別拠出額と拠出件数（単位：千円） ■平成18年 現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 拠出元別拠出額と割合（単位：千円）



■ 現金�
■ 物品�

20,500�
6件�
100％�

県遊協� ホール�

1,370�
10件�
4.8％�

27,207�
212件�
95.2％�

支部�

254�
2件�
4.4％�

5,555�
30件�
95.6％�

社会福祉�
27,264�
51件�
49.7％�地域貢献�

12,725�
151件�
23.2％�

その他�
3,000�
1件�
5.5％�

青少年育成�
7,360�
29件�
13.4％�

暴排�
2,000�
1件�
3.6％�

防犯�
1,954�
5件�
3.6％�

交通�
10�
1件�
0.01％�

災害救済�
573�
21件�
1.0％�
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●県の知的障害者授産施設で製作した商品を、県内全ホールおよび県遊協で購
入し、端玉景品として提供

株式会社ABC
代表取締役社長
冨田直樹

関
東

静
岡
県

■平成18年 拠出元別現金・物品の割合（単位：千円） ■平成18年 分野別拠出額と割合（単位：千円）

平成15年に創業50周年記念事業として「ABCしあ
わせ基金」を設立しました。これは県内各地の福祉施
設の福祉車両購入を目的としたもので、毎年1,000万
円を県社会福祉協議会に寄付しています。
この活動が評価され、12月に静岡県知事から感謝
状を贈られたほか、テレビ・新聞にも取り上げられ、業
界の社会地位の向上に多大な影響を与えています。
弊社の社員採用の面接試験時には、応募者に志

望動機を聞いたところ、この活動により社会に広く貢
献している会社だからという声もあがりました。このよう
に、広く社会に認知されつつある活動になっていると思
います。
今後も、地域住民に見える社会貢献活動を継続し

ていきたいと思います。

地域住民に見える社会貢献活動を実施していきたい活動の現場から

株式会社ABCは福祉施設の福祉車両購入を目的とした「ABCしあ
わせ基金」より、福祉車両17台を17施設に贈呈。この基金は平成
15年に設立、例年1,000万円を県社会福祉協議会に寄付している。

「ABCしあわせ基金」より
福祉車両17台を17施設に贈呈

ABCしあわせ基金車両贈呈式 贈呈された福祉車両

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。
従って合計が合わない場合があります。


